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ABSTRACT　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥

The　international　situation　changed　after　World　War　n　 ，　favoring　the

organization　of　Himalayan　e χpeditions ，　in　spite　of　the　difficult　conditions

of　the　Japanese　people　after　the　wais　end ，　Japanese　alpinists　turned　their

eyes　again　to 　the 耳imalayas ．　period　of　years　from　the　first　to　the

successful 　eχpedition　coincided　with　the　start　of　the　synthetic　fiber　maim －

facturing　industry　in　Japan ．　During　this　period ，　nylon ，　vinylon　and　poly －

ester　fiber　were　rapidly　developed　in　this　country ．　It　goes　without　saying

that　on ．　the　basis　of　the　eχperience　of　Himalayan 　expeditions ，　many　impro
‘

vements　were　made　on　synthetic　fiber　articles　for　the　outdoor　sports ．

The　optimum　properties　 （jf　textiles　for　tent　that　to　use　Himalayan　e χ－

pedition　was　studied　in　this　paper ．　It　was　suggested　that　the　properties　of

4：eχtile　for　the　tent　should　be　as　follows ：

Weight ；　max ．　135　g／yd ’　■　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　■　　　　　　　．・　
．
・1．　　 1

Tensile　strength　 （5　cm　width ）　min ．　100　kg　　 コ

ニTearing　strength　 （Trapesoid　method ）　min ．　20　kg

Air　permeability　 （Frazier　permeometer ）　1－3　ft3／min ・ft．　　 卜

言

最近，ヒマラヤ登山はありふれたものとなった

が，テントか風で破られる事敖がふえている．ヒ

マラヤ登山用のテントの織物について著者の研究

室で行った研究をまとめ御参考に供したい．
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ヒマラヤは地球上の最高所であるから，地上と

異なったきびしい自然条件をそなえている．特に

風や紫 外線，寒気の影響が著しい．そのうえに，

この高山には，多量の装備・食糧を人間が背負っ

て登らなければならないために，それらの重量の

制限が大きい．

たとえば，距離（日数）7）のところを，荷物の

総重量Wkg を運ふとして，人夫が何人（y ）要

るかを考え て み る とi 人夫1 大の 負荷量を7 ひ1，

kg ，人夫の1 日の食糧をzff 　kgとするとけ　
‥

jV ＝　　　W　 －
○．・．・ ．・・．　　　　・．

（ajl，－gf・£））

という関係がある．・・　・．・　　．・　　　　・・

仮りに，W が10 トン あるとして ，wf を0 ．5

kg レu71，を40kg ，I ）を30 日とすると，N こ＝40°

大となる．距離（日数）が長くなるほど必要な人

数は増し √80日以上のところは，何人かかっても

運べないことになる．

軽量で，しかも烈風や寒気に耐える装備をつく

るためには，すぐれた繊維材料が必要である・＝に

本報では，主として高所用テント材料の開発に

関して述べたい ． ．．・．・・．・．．　　　　　・．　　　・：

2。事故を起こしたヒマラヤテント用

織物の例卜

従来の実例について，どのよ`うな織物が事故を

起こしたかを調べ て み る と，次のような例があ

る．　　　　　　　　　　　卜

2．1　 スイス隊の例

1951 年秋に，スイス隊はエベレストのサウスコ

ルまで登り ，ジェットストリームにぶつかった．

そのとき，ナイロ ンテントはまるでガーゼのよう

に風を通し，その中にいる隊員の羽毛 服までも貫

いて肌を刺すような寒気に苦しめられ，一時はサ

ウスコルのキャンプ の隊員が絶望視されたが，辛

うじて敗退した． ・．．・　　　　　　 ・・

そのテントの織物は．　　　 ‥　‥‥ ‥ ‥‥‥

タテ：ナイロン70デニール

ノ　ヨコドナイロン70デエール

2／2綾

であった．

187／インチ

106／インチ

この隊の体験は，ヒマ ラヤにナイロンを利用す

ることに対する警鐘とな った．

2．2　 京大隊の例

これに対して，ナイロン短繊維を用いる紡績糸

はなかったので，樹脂コーティングが考えられ，卜

1953 年秋，京大隊はナンナプ ルナII　（7939m ）に

登るの・に，゙・　‥　　　　 ‥ ‥ ‥‥

タテ：ナイロン110 デエール　110 ／インチ

ニ　 ∃＝j：ナイロン110 デニール　70 ／インチ

平織り，ポリ塩化ビニルコーティングを使用

した．　 ∧

この隊もジェットストリームにぶつ かり，その

とき，テ ントは突風に一片一片ビリビリと裂けて

いって，支柱にわずかの布切れが雑巾のようにく

っついているだけになったが，隊員は凍傷にやら

れ，辛じて敗退した．

2．3　 チョゴリザ隊の例 ＼　j

1り58年夏，京大隊がチョゴリザ（7654m ）の初

登頂に成功したが，このときのテントが持 ち帰ら

れて，国内の妙高山で使用して烈風に破られた．

この事実は，一度ヒマラヤ遠征に使用したテ ント

の再使用は，極めて危険であるということを教え

ている．

このテ ントの布は特に強力に作られたものであ

ったが，使用前と後の布の諸性能（表1 ） が詳し・

く測定されていたので，テントの布の必要な強度

についてきわめて有益な 知見 を 与Jえ，引張強が

55kg ， 引裂強力2 ．3kg は山の風で裂けることが

ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・．

3．スクエアクロスの計算重量と計算強度

タテ・ヨコの糸の太さと密度および交さ状態を

同じ4こして，いわゆるスクエアクロスを織うたと
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表1　 チョゴリザ登山鯲テント地 の物理的性質の変化

地 帝人テトロンタフタ（赤）妙高で破れたもの（テント番号8 ）

織　　 物　　 鰮　　 織

使　　 用　　 状　　 況

W
－

F

100 　d　143本／インチ

125 　d　85本／インチ

高度　m

6650

6400

5900

5500

B．C．キャンプ

晴

10

20

曇

6

10

雪

晴十曇／2

＝38 日

使　 用　 前 使　 用　 後 比　　　 較

重　　 量 （g ／yd2） 112

乾　強　力　　 （kg ）
W

F

105 ．8

130 ．0

55．4土2 ．1

61．8±25．8

－47 ．6

－52 ．4

乾　伸　度　　 （％）
W

F

49．5

23．8

23．9土o 。4

12．3士4 ．4

－31 ．5

－46 ．7

湿　強　力　　 （kg ）
W

F

102 ．6

126 ．4

56．8土9 ．0

76．6土3 ．9

－44 ．6

－39 ．3

湿　 伸　度　　 （％）
W

F

43．3

21．4

25 ．0土4 ．4

15．8土2 ．9

－42 ．2

－26 ．1

引 裂 強 力　　 （kg ）
W

F

22．6

9 ．9

2 ．90士0 ．7

2．25土0 ．39

―42．9

’　　－77 ．2

通 気 性 （ft3／min／ft2） 2．5 L1 －56 ．0

耐水性（水柱高さmm ） 220 0 －1

摩

耗

強

度

八
回
口

乾

平　　 面 956 845士215 －11 ．1

ひ　　だ
W

F

86

118

192 土27

435土24

十120．9

＋72．8

屈　　 曲
W

F

688

999

119 士7

173 土26

－82 ．7

－83 ．8

湿

平　　 面 835 904土214 十7．63

ひ　　だ
W

F

214

243

210土32

555土64

1 ．87

＋56．2

屈　　 曲
W

F

472

861

255士29

448士49

－45 ．9

－47 ．9
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して，簡単に重量と強度を計算で求めでみると，

（2），（3）式のようになる．卜　　　‥

強度／2インチ幅＝　　　　　　　　　　．

Gxdxf ×2D 　x　cos　0×尹　　　　（2匚

ここに，

G ……単繊維標準強度（g／j）

絹 ニ　ニ・　　4g ／j卜

木綿　　　　　4gAi

サイロン　　　5．5g／　d　・，　　＼

ポリエステル　4．2g／d

j ……糸のデニール

y ……単繊維強力和に対する糸強度のファク

ター

ト 木綿0 ．5，他は1 とする・．

£）‥…一糸密度／インチ

∂‥・…・交さ角

ただし計算の都合上，ここでは一般に

（
E

ぶ

ぺ
I

）
R

湎

100

50

0 50

ぷ ●

レcos　0＝0．7とする，

尹 ……力口工による強度低下を示すファクター

……　　 絹0 ．8，他は1 とする．

また，重量について は，

重量g ／yd2＝

1　111間心需 数＾dxf ×2×O 。835　x　f　（3）

ここに，　　　　　　　　　　　　　　　＼

j ……糸のデュール

y ．心・・織縮み及び加工縮みによる重量増加を

示すファクター

ただし，絹1．07，木綿，ナイロン，ポ

リェステルは1 ．1とする．

0．835…g ／m2→g／yd2に換算するための係数

夕 ……力日工における練減りを示すファクター

絹0 ．8，他は1 とする．

密度は，瀬尾孝三氏によって示さ れた，1 イン

チ間の並列可能本数72を求め，

重量（g／yd2）

1　 スイス隊：エベレスト　　　 ‥

2　 京大隊：アンナプルナ

3　 京大隊：チョゴリザ，妙高

図1　 スクエアクロスの計算重量と計算強度

絹，ポリエステル



卜 平準の夕4令……最高密度¬リ1

芦町 ）場合……最戸密度二に ｛F

として最高密度を計算し，これを密度7｝として，

1m 開の本数＝£）×40として用いた．

その結果は図1 のようになる．

図上に参考までに示した黒点は，事故を起こし

たものの例である．

チョゴリザ隊のものについては使用後の，事故

当時の値をとっている．他は使用前の値を示し

た．また，強力は，タテ・ヨコのうちの低い方を

用いている．

たとえば，強度60kg 以上のものを木綿で作る

とすれば，重量が大きくなって不適当で，ナイロ

ン，ポリエステルまたは絹でつくらねばならない

ことがわかる．ただし，この強度の値は，原糸の

強度によって，もっと高強度のものが出来るであ

ろうし，一方，高所の激しい劣化を考慮した使用

前の強度を要求されることになる．

4。テント地の試織

100

5
0

（
j

）
徊

湎

聊

頻

0

○ ：W ，

口 ：W ，
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以上のような予備的な考察のもとに ，テ ント用

織物の試織を行った．そのうち，基礎 的なものと

して ，ポリエステル75 ，　100，　150，　250 デュール

糸を用いて，最密スクエアクロスの 試織 を 行 っ

た．ただし，　250 デエールは，重量が超過するの

で中止した．

試織品の性能は表2 のようであった ．

このうち，試料番号1 は，引裂強力 が最も大き

く，他の項目をみても適していると思 われる．

5．高所劣化のテスト

ヒマラヤ高所では繊維の激しい劣化が起こる．

この原因については紫外線の影響であろうと考え

られるが，確認はされていない．また，その程度

についても詳しい報告はされていない．　　　∇

5．1　チョゴリザ登山の測定結果

1958年の京大チョゴリザ登山隊は，ポリエステ

ル繊維の同じ織物を用いてつくった，同じデザイ

ンのテントをいく張りも用い たが，布の諸性能

は，出発前と帰国後について詳しく測定されてお

り，また，各キャンプで気象観測が行 われたの

10　　　　　　　20　 ・

暴露 日数（day ）

●：F　 乾強力（kg ），△ ：W ，▲；F

■：F　 引裂強力（kg ）

30

湿強力（kg ）

図2　 チョゴリザ登山隊によるテントの残留強度の変化

40
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表2　 ヒマラヤテント地の試織結果

試　料　 番　 号 1（A ） 1（b ） 2 3 5 （B ） 6

使　用　原　 糸

（帝人）

150j　Brt

200T ／mS

100j　Brt

300T ／mS

75j　Brt

300T ／mS

150　d　Brt

200T 　／　mS

100 　d　Brt

300T ／mS

組　　　　　 織 2／2　TwⅢ 2／2　TwⅢ 2／2　Twill Plain Plain

仕上密度（インチ）
タテ×ョコ

1088×102 1394×1254 1516×142 881×836 1149×103s

試 織 反 仕 上
長（m ）×蝠（Cm ）

62×93 45×932 99×937 56×935 108×928

備　　　　　 考 特 殊 加 工

試　 料　 符　 号 1 （A ） 1 （b ） 2 3 5 （B ） 6

重　　　　　　　　 量
g／m2

oz／m2
146 ．8 149 ．5 124．2 101 ．4 122 ．8 103 ．8

乾　 強　力　　 （kg ）

5Cm 幅20cm

伸 長 速 度

15cm ／mill

W

F

144 ．7

112 ．8

145 ．7

122．3

124 ．8

86．8

96．8

70．8

119 ．1

107 ．0

101 ．8

91．0

乾　 伸　 度　　　（％）
W

F

29 ．4

16 ．8

31．4

19．9

30．5

14 ．8

29．5

16．4

33．7

20．6

33．1

22．9

湿　強　力　　 （kg ）
W

F

151 ．9

112 ．9

134．6

122．7

121 ．8

73 ．3

96．1

69．3

122．0

103．7

102 ．2

94 ．1

湿　 伸　度　　　（％）
W

F

32．3

16 ．9

26．6

21．7

29．0

13．7

30．4

15．9

33．9

20．4

33．1

23．4

引 裂 強 力　　 （kg ）

（Trapezoid 法）

W

F

22．4

18 ．6

22．8

17．4

14．4

9．0

11．2

8．8

15．4

10、9

10，6

5．7

破 裂 強 度 （kg ／cm2） 26 ．9 26．5 22．2 18．3 21．6 16．8

通 気 性 （ft3／min／ft2）
水柱0 ．5インチ圧力差

12 ．5 12 ．1 13．1 11．9 12．0 7 ，4

耐　水　性 （水柱高さmm ） 25 27 23 24 10 13

摩

耗

強

度

八
回
口

乾

平　　 面 555 537 384 292 382 264

ひ　　　だ
W

F

183

149

250

201

136

84

94

66

102

80

69

71

屈　　 曲
W

F

2623

3050

3500

4576

2560

3484

2731

2817

2625

2298

1659

1432

涅

平　　 面 1082 908 633 465 957 839

ひ　　　だ
W

F

454

403

369

294

373

263

243

263

235

213

142

213

屈　　　 曲
W

F

2344

2386

2239

2335

1652

1756

1309

1336

1463

1461

810

1090



で，テントの使用高度，暴露日数，その天候およ

び布の諸性能の変化を知ることができる．

表1 のデータから，タテ・弓コの乾・湿引張強

力および，引裂強力（トラペソイド法）につい

て，暴露日数を，晴天に対し曇天は凭として計算

して，プロットしてみると，図2 のようになる．

これを見ると，引張強力よりも引裂強力が著し

く低下しているが，大略15日で残留引裂強力は20

％ぐらいになっている．また，引張強力は15日で

70％ぐらいとなっている・

このことから，いま仮りに予想される使用期間

か40日程度の場合であれば，ポリエステルのテン

ト布の引張強力は50％，引裂強力は20％になるも

－243－

のと考えておかなければ なら な い．テントの布

は，引張強力60kg で破れることがわかっている

から，初強力は120kg ぐらいが必要であること

になる．

前記の計算値から考えると，ポリエステルでは

布の重量か170g ／yd2となり，これは経験的に重

すぎ，布の重量は100　g　にとどめることか好まし

い．ナイロンならば，布重量100　g　で強度100kg

が出せるが，これは，高所の劣化が激しくて特に

耐光性をもたせなければ，実用には無理であるこ

とが考えられる．

5．2　サルトロカンリ登山の測定結果

1962年の京大サルトロカンリ登山隊は，ポリェ

表3　A ）テント使用中の天候，高度

テント

No ．
堝　　所 （高　度）

日　　　　　　 数
晴天換算

日数（日）
備　　　　 考

晴 曇
曇

のち雪
雪

33
シアチェンキャンプ（4 ，800）m
C2　　　　　　　　 （5 ，500）
C8　　　　　　　　 （6 ，000）

3
4
4

1

2

1
1 4

2

15．8 ポーク用

31

ABC　　　　　　 （5 ，000）m

C2　　　　　　　　　（5 ，500）

C8　　　　　　　 （6 ，000）
C4　　　　　　　 （6 ，400）

3

6

2
2

1
3

2

4

1

16．7

34

シアチェンキャンプ（4 ，800）m
ABC　　　　　　 （5 ，000）
C3　　　　　　　 （6 ，000）

3
（n ）

7

1

2

1

3

15．2 （　）はフライシート付，

この日数は考慮しないと
する

303
ABC　　　　　　 （5 ，000）m
C2　　　　　　　 （5 ，500）

5
12

1
2 2 7

22．2 ポーク用

341
Ci　　　　　　 （5 ，200）m
C2　　　　　　　 （5 ，500）

6
12

2 1
4 7

24．1 ポーク用

45 C1　　　　　　 （5 ，200）m 19 5 2 6 24．5

62

サリン　　　　　　 （3 ，000）m
サリン～B ．C．
B ．C．　　　　　　 （4 ，800）
ABC　　　　　　　 （5 ，000）

6
6
5
22

3
1
1
5

4
7

砧．6 サリン～B ．C・ 間（ キャ
ラバン中）は1 日の日照

時間を12 時間としてのべ
で計算した

15
サリン～B －C－
B ．C．　　　　　　　　（4 ，800）

6
5

1
4

13、5

63

スカルド　　　　　 （2 ，500）m
サリン～B －C．
B ．C．～サリン（帰）

6

2
2

3 1L5 サリン～B ．C。はカラコ
ルムクラブが使用したの
で日数は推 定である

吹流し
B ．C・　　　　　　 （4 ，800）m
ABC　　　　　　 （5 ，000）

3
18 5

3
7
27．7

試験用
フライ

シート

B ．C．　　　　 （4 ，800）m

ABC　　　　　　　 （5 ，000）
3
18 5

4
7
28．1
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表3　B ）テント生I也の種類と強抻度および通気度

テント

廠
生地の名称

組　　　　　 織
重量
g／cm2

引張強力
乾，タテ
（kg ）

仲　　 度

乾，タテ
（％）

引張強力

乾
， タテ

（kg ）

通気度
（cc ／cm2）

S
タ　　　 テ ヨ　　　　 コ

33

鐘紡総合研究所

テトロンツイル

％

テトロンブライト

150　d
200T ／mS
103 本／インチ

テトロンブライト

150　d
200T ／mS
105本／インチ

亅49

使 用 前

使 用 後

％

131 ．8

96．1

72 ．9

26．0

14．6

56．2

20 ．6

4 ．1

19 ．9

3．5

、2．7

77．1

31

鐘紡総合研究所

テトロンツイル

％

テトロンブライト
150j
200T ／mS
103本／インチ

テトロンブライト
150　d
200T ／mS
105本ノインチ

149

使 用 前

使 用 後

％

131 ．8

87．7

65．5

26．0

13．9

53．5

20 ．6

4 ．9

23 ．8

3．5

3．2

91．5

34

帝　　　　 人

テトロンツイル

叭

テトロンダル

100j

82本／cm

テトロンブライト

150^

38本／cm

135

使 用 前

使 用 後

％

127 ．3

99．0

77．8

31．9

21．4

67．1

24 ．6

8 ．8

35 ．9

28．7

26．4

92．0

303

帝　　　　　　人

テトロンカラコ

ルム　T3500

テトロンダル

100　d

103本／インチ

テトロンブライト
125　d
ハイテナシティ
80本／インチ

122

使 用 前

使 用 後

％

106 ．5

72．5

68．0

32．4

19．9

61．5

12 ．8

4 ．1

32 ．1

4．4

1、6

36．3

341

倉敷レイヨン

ビニロン長繊維

ツイル ％

ビニロン

70j　280T ／m

n8 本ノインチ

ビニロン

70J　280T ／m

102本／インチ

145

使 用 前

使 用 後

％

150 ．8

123 ．0

81．7

22．3

25．0

112 ．1

16 ．0

10 ．3

64 ．6

17．3

16、4

94、8

45

倉敷レイヨン

ビニロン長繊維

ツイル　％

ビニロン

70j　280T ／m

118本／インチ

ビニロン

70j　280T ／m

102本／インチ

145

使 用 前

使 用 後

％

150 ．8

105 ．8

70．2

22．3

23．5

105 ．4

16 ．0

8 ．4

52 ．3

17．3

16．0

92．5

62

倉敷レイヨン

ビニロンポプリン

＃8100

ビニロン

60双

124本／インチ

ビニロン

60双

73本／インチ

177

使 用 前

使 用 後

％

98．0

69．7

71．1

30．6

32．0

104 ．5

14 ．9

8 ．9

59 ．6

0．8

0．7

87．5

15

東洋紡

エクスランポプ

リン

エクスラン

60双

108 本／インチ

エクスラン

60双

78本ノインチ

153

使 用 前

使 用 後

％

67．8

58．8

86．7

26．5

25．8

97．3

6 ．9

6．2

90．4

12．0

10．4

86．6

63

東洋紡

エクスランポプ

リン

エクスラン

60双

108 本／インチ

エクスラン

60双

78本／インチ

153

使 用 前

使 用 後

％

67．8

64．3

94 ．8

26．5

26．4

99 ．6

6．9

6．7

97．4

12．0

13．9

115 ．8

注）％は残留値の％を示したものである．　　ユ

テトロンツイルの引裂強力 の劣化が著しいか，

験したのち実際に使用したのは3 年後であり，

この原因については繊維の特性の佶，　1959年の末に生地を試

その間の経年変化，また染料の関係も考察する必要がある．

表4 試 料 織 物 の 規 格

繊 維 の 品 種
単　　 繊　　維

糸 太 さ
番　　手

組　　織
密　　度（本ノインチ）

太　　 さ
（den ）

長　 さ
（mm ） タ　　　テ ヨ　　　 コ

ウ　　　　ー　　　　ル

テ　　ト　　 ロ　　 ン

ビ　　 ニ　　 ロ　　　ン

ェ　 ク　 ス　 ラ　 ン

ポ リ プ ロ ピ レ ン

約　3

2．0

2．0

2．0

2．5

2．5～3 ．0

51

51

51

40

30

30

30

30

40

平　織

平　織

平　織

平　織

平　織

89

89

89

89

89

60

60

60

60

60
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繊　　　　 維
引 張 強 力

乾
， タ　 テ
（kg ）

伸　　　　 度

乾
， タ　 テ
（％）

引 裂 強 力

乾
， タ　 テ

（kg ）

通　 気　 度
（cc ／cm2・S）

吹

流

し

ウ　　　　ー　　　　ル

使 用 前

使 用 後

残留値％

25．9

21．3

82．3

43．9

27．2

62．0

6．30

4．44

70．50

45．1

46．5

103 ．2

テ　　　ト　　　ロ　　　ン

使 用 前

使 用 後

残留値％

84．5

59．8

70．9

46．5

38．0

81．8

17．00

12．00

70．60

51．3

67．1

130 ．5

ビ　　 ニ　　 ロ　　　ン

使 用 前

使 用 後

残留値％

77．2

66．7

86．5

27．6

34．9

126 ．5

8．42

8．59

102 ．00

63．4

40．3

63．8

エ　 ク　 ス　 ラ　 ン

使 用 前

使 用 後

残留値％

65．5

61．3

93．5

47．4

45．2

95．4

13．89

11．31

81．60

45．7

42．9

93．7

ポ リ プ ロ ピ レ ン

使 用 前

使 用 後

残留値％

71．5

56．5

79．0

38．1　づ

31．7

83．2

12．16

7．81

64．20

79．9

81．5

102 ．0

シ

l

卜

ウ　　　　ー　　　　ル

使 用 前

使 用 後

残留値％

25．9

20．0

77．2

43．9

26．7

60．8

6．30

3．63

57．60

45．1

53．6

11．9

テ　　 ト　　 ロ　　 ン

使 用 前

使 用 後

残留値％

84．5

52．2

61．6

46．5

35．1

75．5

17．00

8 ．36

49．20

51．3

72．6

141 ．5

ビ　　 ニ　　ロ　　　ソ

使 用 前

便 用 後

残留値％

77．2

48．2

62．5

27．6

29、4

106．5

8．42

5．73

68．00

63．4

34．9

55．0

エ　　ク　 ス　　ラ　　ン

使 用 前

使 用 後

残留値％

65．5

49．2

75．1

47．4

36．9

77．9

13．89

10．34

74．50

45．7

47．7

104 ．3

ポ リ プ ロ ピ レ ン

使 用 前

使 用 後

残留値％

71．5

47．2

66．0

38．1

26．9

70．5

12．16

4 ．10

33．70

79 ．9

95．5

119 ．5

注）試験方法（表1 ，表2 とも）　　　　　　　　　　　　　 十

引張強力　JIS　L　1005―1959

伸 び 率　JIS　L　1005―1959

引裂強度　インストロン引張試験機を使用し，　CCC―T―1916　5136法

通 気 度JIS　L　1005―1959　5．20　フラジール型法　　　　　＝

スチル，ビニロン，アクリルなどでテント生地を

試織して，使用 の前後で諸性能を測定するととも

に， ウール， ポリエステル，・　ビニロン， アクリ

ル，ポリプロピレンで一定規格の布を試織し，こ

れで吹流しをつくり，しベースキャンプに暴露して

劣化を諞べた．それらの結果は，次のようであっ

た．

5．　2．　1 テントの織物　　　　＼　十

テント使用中の天候・高度を表3A ）に生地の

説明を表3B ）に示す． ……‥‥ ‥
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100
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0

（
欲
）
繝

鵝

縻

覡
湎

癌

石

100

5
0

簑

）
製
即
栗
R
湎
鄙
石

0

0

10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　1　　　　50

ニ ヒ マ ラ ヤ 暴露 晴 天 換 算 日数（day ）

図3　 サルトロカン リ隊 によ るテ ントの強力変化

10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

ヒマ ラヤ暴露 晴天換算日数（day ）　 ＼

図4　 サルトロカンリ隊によるテントめ引裂強力の変化

5．　2．　2　吹流しのテストによる結果

表4 ，表5 に示す．卜　　 …………

5．　2．　3　ヒマラヤ暴露による劣化：

ポリエ ステル

60

ポリエステル

60

以上のようなチョゴリザ登山およびサルトロカ

ンリ登山における測定値を，使用高度の差，晴天

換算日数の算出法，織物組織の差昊はあるが，一



応，晴天換算日数と引張および引裂強力の残留値

を図上に示してみると，図3 および図4 のように

なる．

これを見ると，引張強力の低下は，ポリェステ

ルに関しては，晴天換算日数40日で凭になる．こ

れに対して引裂強力の低下は，ポリエステルにつ

いて，晴天換算日数10日で柘になっている．

このように引裂強力の低下が著しいことは，特

に注意しなくてはならない．引裂強力3kg ぐら

いになれば，　20m 程度の風にも耐え難いと考えら

れるから，安全限度を7kg とし て 劣化を 考 え

て，経験的にそのほぽ3 倍の20kg 程度の引裂強

力を持たすべきではないかと考えられる．

なお，　M ．　Felsは，地球上の3 ヵ所，　Kano

（Nigeria），　Didcot　（Berkshir 州，英国），　Kanpur

（Pakistan）で，各種繊維の長期間にわたる暴露

試験を行っているか，ポリエステルについて比較

してみると，残留強力が70％になるのは，　Kano

で65囗，　Didcot で80日であるのに対して， ヒマ

ラヤでは18日である．

このことから，残留強力が70％になると危険だ

とすると，ヒマラヤで50日の使用日数を予定する

ならば，日本と比較的緯度の近いDidcot の値か

ら考えて，日本で220 日の暴露がほぽ相当すると

思われる．また，残留強力が50％ になるのは，

Kano で105 日，ヒマラヤで45日である．さらに

詳しい実用テストが期待される．

アクリルとビニロンがポリエステルに比べて，

劣化が少ないことは注目すべきことである．たと

えば，ビニロンは，残留強力が70％になるのは約

40日である．特にアクリル繊維は，ヒマラヤにお

いても優秀な性能を示している．

ただ残念ながら，初強力の高い織物を作ること

は，この繊維がかさ高く，比較的強力か低いため

に困難である．もし，アクリル長繊維が製造され

るようになれば，ヒマラヤ用の材料として重要な

役割を果たす可能性が大きい．

6。要　求　性　能

247

試織した織物の重量は，テント製作 して みた

が，支柱に超々ジュラルミン（神戸製鋼　16S 直

径2 ．0cm，および住友軽金属75 　S　（T 　6　）耐力

50kg／cm，直径1 ．9cm厚さLOmm のもの）を

用いて，標準的な ミート型の堅ろうな ものにし

て，3 人用で 約5 ．5kg，　2 入用で 約4 ．5kgぐら

いの重量になった．このような重量は，登山用に

はほぽ重さの限度であるので，そのことから考え

て，織物の重量には制限があり，上記の研究の経

験から考えて，テント生地としては，

（1） 重量　135g／yd2以下

（2） 引張強力　5cm 幅ストライプ法100kg

以上

（3） トラペソイド法による引裂強力20kg 以上

（4） タテとヨコの強力の等しいこと

（5） 通気度　フラジール法1 ～3ft3／min　．ft

水柱0 ．5インチ圧力差

（6） 耐水性　300以上， なるべく500mm 以上

水柱高さ

閉　縫製しやすいこと，縫目強力が 大 きいこ

と，縫目でスリップの起こらないこと

（8）　％綾

かよいように思われる．このような織物をつくる

ための繊維は，現在のところ，ポリエステル長繊

維が適当である．

7．結　　 論

ヒマラヤ登山での実用結果から，適当なテント

の織物について考察した，高所では織物の引裂強

度の劣化がとくに著しい・

このことも考慮に入れて，たとえば，ポリェス

テル150 デュールで密度no 本／インチ程度のス．ク

ェアクロスが最適と考えたが，この引裂強力は

150kg 程度となる．

これに比べて，現在レジャー登山用に用いられ
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て い る軽量 テ ント の織物 は50kg 程度 のも のが多

く，こ れ らは支柱 が軟構 造で ，風 によ って し なう

て 風圧を避 ける ので ，実用 上 軽量 の利点 が評価 さ

れ るが， 風 の強さ が限度を こえ ると ，非常 に危険

で あ ると 思 われる ． ．．・．・・　　　　　　 ・．・・・・・　し’

最近 ， ヒマ ラヤ登 山隊 のテ ントが 風で破 れた例

も多い の は √と（わよう な事 情か ら当然 の ことであ

る ので ， 慎重 な検討 が望ま れる ．　　　　 ダ

なお ，・ 表 中 の一部 の繊維 名 は，識別 め都合 上実

際 叱用 いた 商品 名に ようた ．　　 卜
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